
■
町
立
図
書
館

　

絵
本
を
介
し
て
親
子
の
心
の
〝
き
ず
な
〟

を
育
む
た
め
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を

継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
桂
川
町
の
自

然
や
歴
史
、
文
化
等
を
紹
介
す
る
「
郷
土

カ
ル
タ
」
を
制
作
し
、
郷
土
愛
の
育
成
、

地
域
・
土
地
と
の
つ
な
が
り
の
回
復
、
人

と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
回
復

に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桂
川
町
歴
史
講
座
の
開
設
や
小

学
生
図
書
館
体
験
講
座
、
電
子
図
書
館
利

用
教
室
等
を
開
催
し
、
学
校
と
連
携
し
た

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
人
権
・
同
和
問
題

　

人
権
・
同
和
問
題
は
、
社
会
情
勢
の
変

化
と
と
も
に
多
様
化
し
、
複
雑
化
し
て
い

る
た
め
、
様
々
な
人
権
・
同
和
問
題
に
つ

い
て
正
し
く
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
本
町
で
は
、
福
岡
県
同
和
問
題

啓
発
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
街
頭
啓
発
、

人
権
講
演
会
、
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
等
を

行
い
、
秋
に
は
、
人
権
・
同
和
問
題
地
域

懇
談
会
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
許
さ
な
い
「
人
権
文
化
の
町

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

■
社
会
教
育
事
業

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、
学
ぶ
楽

し
さ
や
知
る
喜
び
・
心
の
豊
か
さ
な
ど
の

生
き
が
い
を
求
め
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
学
習
の
機
会
や
成
果
を
生
か
せ

る
場
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
け
い

せ
ん
「
夢
・
人
・
未
来
塾
」
ア
ン
ビ
シ
ャ

ス
広
場
を
は
じ
め
、
町
全
体
で
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
、
育
て
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
「
ひ
と
り
1
ス
ポ
ー
ツ
」
の
普
及

　

健
康
増
進
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や

体
育
協
会
と
連
携
し
、「
ひ
と
り
1
ス
ポ
ー

ツ
」の
普
及
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
運
動
を
し
て
な

か
っ
た
方
は
も
と
よ
り
、
一
度
離
れ
て
し

ま
っ
た
方
に
も
、
再
度
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
発
信
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
王
塚
装
飾
古
墳
館

　

王
塚
古
墳
は
、
令
和
２
年
度
に
策
定
し
た

保
存
活
用
計
画
に
基
づ
き
、
作
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
令
和
４
年
度
に
石
室
の

現
状
調
査
を
行
い
、
令
和
５
年
度
は
石
室
前

室
の
鋼
管
支
柱
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
令
和
６
年
度
は
、
照
明
器
具
及
び
応
力

計
、
温
湿
度
計
の
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
石
室
の
公
開
日
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
９
月
は
王
塚
古
墳
発

見
90
周
年
、
11
月
に
は
王
塚
装
飾
古
墳
館

開
館
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
王
塚
装
飾
古

墳
館
に
お
い
て
記
念
の
企
画
展
を
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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